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1 は じ め に

水稲の発育ステージを日々の気象要因から的確に予測す

るモデルの適用性については前報で報告した。ここでは出

穂期の発育ステージ予測モデルにメッシュ気候値をあては

め,移植期と出穂期の関係からメッシュ分布図を作成し,

県内における地域較差について検討した。その結果,「あ

きたこまち」の苗の種類男1に移植適期を明らかにしたので,

概要を報告する。

2試 験 方 法

1)移植から出穂期までの発育ステージ予測モデル

発育指数 (DVI)が移植日に0,出穂期に 1と なるモ

デルを使用した。すなわち移植日から発育速度 (DVR)

を日々積算し,1に達した日を出穂期とするモデルである。

発育速度式の解析に用いた生育データは表 1の とおりで ,

昭和60年 (1985年)か ら平成 3年 (1991年)ま での「あき

たこまち」の作況試験データおよび平成 3年度に実施した

作期移動試験のデータを利用した。気象データは当該年の

秋田地方気象台発表の秋田市気象データを使用した。発育

速度式のパラメータの計算にはシンプリックス法
)をサブ

ルーチンとするパソコン用解析プログラムを使用した。決

定した発育速度式のパラメータを表 2に一覧した。

表 1 発育速度 (DVR)の解析に用いた苗の形質と生育データ (品種 あきたこまち)

苗の種類
試験年次
(年)

番種

1暫/1

主
)

)

育苗日数
(日 )
整
植時
昂

(葉)

期
　
Ｄ

植
①
／

移
　
鯛

期

Ｄ

穂
②
／

出
　
鯛

で 日

苗

苗

苗

中

稚

乳

1985-'91

1985-'91

1991

100-120

180-200

220-240

35

20

t-8

23-40
20-2 8

15～ 18

5/10～6/6

5/10～6/6

5/10～6/6

7/29～8/17

8/4～8/23
8/7～ 8/25

72-87

78-91

80～ 89

表 2 移植から出穂までの 1日 あたり発育速度 (DV
R)式のパラメータと標準誤差

注  1)DVR=a(T― b),a,bは ′ヾラメータ,Tは 日
平均気温。
2)標準誤差は実測日数と推定日数の残差 2乗和を
データ組数 nで割った平方根である。

2)メ ッシュ・ データと出穂期分布図の作成

農林水産省試験計算センターの国土数値情報および気象

データベース (3次メッシュ気候値)か ら秋田県月平均気

温データを取り出し,新しくデータファイルを作成した。

気象データファイルからメッシュごとに月平均気温を読み

込み,調和解析法により日別平均気温に変換した。これを

用いてメッシュごとに発育速度を計算し,出穂期を推定 し

た。水稲の移植適期は日平均気温が15℃前後となる時期で

あり,秋 lB県内では,概ね5月 10日過ぎとなる。 したがつ

て,計算のための移植期の早限を 5月 10日 とし,そ の後 5

日毎に移植期を移動させ5月 30日 までの移植期と出穂期の

データファイルを作成した。次に苗の種類別に移植期ごと

の推定出穂期分布図を作成し,「あきたこまち」の作期策

定の資料とした。

3 試験結果及び考察

秋田県ではすでに稲作地域ごとに標高別水田面積を整理

し,緯度と標高をもとに冷害に対する安全程度により,図

1の とおりAl～ C2の 6区分に仕分けし,各区分の稲作期

間 (4月 ～10月 )の平均気温に対応した作付品種を配置し

ている。また,地域
"1水
稲作付品種ガイドラインのなかで

「あきたこまち」をAl,A,,Blの地域で作付けを指導 し
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ているので,こ の 3地帯区分のなかで苗の種類別に移植期

と出穂期の関係について検討した結果を表 3に取りまとめ

た。

安全出穂期からみた「あきたこまちJ中苗の移植適期は

Al地帯が5月 10日 ～30日 ,A2地帯が 5月 10日 ～25日 ,

BI地帯が5月 10日～20日 と推定される。稚苗の移植適期

の晩限は中苗より5日程度早い。乳苗は稚苗よりさらに 5

日程度晩限を早める必要がある。したがって,乳苗の移植

適期の晩限はAlで 5月 20日 ,A2地帯で 5月 15日 となる。

またBl地帯での乳苗の栽培は不可能に近いことが判

明した。

参考 (平成 4年度秋田県稲作指導
指針から抜粋 ,

表3 移植期と推定出穂期の関係及び安全出穂期からみた

図 1 秋田県の稲作地帯区分図 (昭57秋田農試)

「あきたこまちJの作期策定

1)安全出穂期は最低17℃以下の出現頻度が20%以 下になる日の12日 目から,出穂後40日間の平均気温が21℃にな

る出穂日までとした。
2)出穂晩限は出穂翌日から40日間の平均気温が20℃以下となる日とした。

注

4ま と め

発育ステージ予測モデルとメッン,気候値を利用した作

期策定により品種別,苗の種類別にきめ細かな対応が可能

となる。したがつて,従来からの稲作地帯区分図と併せた

利活用が期待される。
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